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3月号

歴史撮 見 ウ ォーク

秋色の十三湖ヘゴール
岩手 県平泉 町中尊寺 を9月 H日 に出発 した「歴 史探見

ウォー ク」―行 は、奥州藤原四代 の文化 と歴 史 を学 び、

『炎立つ』ゆか りの地 35市 町村 との友好 を深 めて、 9月

15日 十三湖 中の島ブ リッジパ ー クヘ到着 しま した。

中尊寺 か ら十三湖 まで460kmの 行程 は、参加村民 H8
人 に よ り10区間 を リレー に よ り昼夜休 まず歩 き続 け ら

れ、五 日間98時 間30分 で踏破 され ま した。

ヽ 271号
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NHK大河ドラマ■た立9」 ゆかりの地

歴史探見ウオーク申目尋→中目田 46略

35市町村OJ卜を伝え継ぎ踏破

（安

東

氏

）

の

か

か

わ

り

を

探

る

「
歴

史

探

見

ウ

ォ

ー

ク

」
に

は

、

公

法

燈

を

リ

レ

ー

し

な

が

ら

、

十

五

「歴
史
探
見
ウ
オ
ー
ク
」
は
、

の
弟
秀
栄
は
福
島
城
主
。
藤
原
氏

市
町
村
と
の
友
好
を
深
め
、
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
企
画
さ
れ

未
来
塾
生
、
同
級
生
、
子
供
会
、

同
士
や
地
域
か
ら
と
八
歳
か
ら
七

分
け
て

一
区
間
を
ひ
と
つ
の
隊
が

担
当
。
「ウ
ォ
ー
ク
」
は

「不
減
の

法
燈
」
と

「歴
史
探
見
ウ
ォ
ー
ク
」

―
形
式
で
歩
き
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
の
熱
気
は
、

前
夜
か
ら
の
暴
風
雨
と
台
風
１７
号

の
天
候
を
出
発
直
前
に
変
え
快
晴

年
燃
え
続
け
て
い
る
不
減
の
法
燈

出
立
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
松
隆
三
村
長
は

「
平
泉
か
ら

東
北
の
栄
華
を
現
代
に
よ
み
が
え

泉
観
光
協
会

・
青
森
県
観
光
物
産

課
等
か
ら
多
数
の
激
励
を
受
け
、

歴
史
探
見
ウ
ォ
ー
ク
は
、
岩
手

水
沢
市
、
江
刺
市
、
金
ヶ
崎
町
、

深
浦
町
、
鰺
ヶ
沢
町
、
森
田
村
、

十
五
市
町
村
か
ら
通
行
手
形
が
交

こ
と
か
ら
通
行
手
形
の
交
付
式
は

現
在
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
に
展
示
さ

が
歩
く
コ
ー
ス
で
あ
り
、
応
援
に

会
員
等
と
と
も
に
参
加
者
百
人
が

出
迎
え
の
村
民
が
見
守
る
中
、
中

ク
で
の
思
い
を
火
に
灯
し
な
が
ら

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
で
は
高
松
隆
三
村
長

が

「
三
十
六
市
町
村
の
小
さ
な
灯

が
ウ
オ
ー
ク
の
実
施
に
よ
り
大
き

な
炎
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
道
が
大

き
く
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
を
支
え

と
し
て
今
後
の
地
域
お
こ
し
を
図
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で

の
県

知

事

顕

彰

状

が

相

内

地

区

寿

を

喜

べ
る

地

域

づ

く

り

」

へ
第

安

田

源
二
郎
さ
ん

（
”
歳
一

に
行
く
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
。

―
ふ¨

が
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助吉
作
ムツせ
ワ吉
よ
セ繹吉郵

タ

ヤ

ク

ツ

由

マ

キ

定

助

儀

乙

直

ス

リ

き

り

兼

き

キ

　

其

七

田

　

田

谷

田

和

崎

村

川

上

田

本

田

島

引
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西

村
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木
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性

元

田

木

藤

邊

藤

島

良

島

浦

井

谷

谷

引

谷

畑

山

和

川

山

山

今

藤

渋

安

三

宮

木

相

三

山

宮

濱

豊

櫛

伊

葛

木

豊

佐

葛

秋

三

大

村

成

佐

佐

渡

工

豊

奈

花

三

坂

渋

秋

櫛

秋

中

九

二

相

笹

|

一

時

〕

醐

″

型

“

″

』

勇 一

】

¨

″

イ マ

］

制

〕

一

タ マ

轟

制

麟

一

時

制

一

“

〔

】

¨

脚

¨

勝 一
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″

】

〔

一

】

一

糾

渤

岸

藤

　

嶋

和

江

田

馬

澤

良

橋

坂

田

嶋

　

寺

和

田

谷

和

田

西

田

内

月

村

松

桐

藤

谷

上

川

倉

藤

山

山

岡

西

田

田

川

藤

田

川

工

今

和

三

松

藤

有

林

奈

高

相

武

和

今

小

三

濱

米

三

成

葛

藤

山

秋

木

高

′ｊ、田

工

越

二

相

小

佐

中

九

新

葛

成

藤

相

齊

亀

白

(敬称 を略 します )●この番付は 9月 1日 付けで作成 した ものです。
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各

市

町

村

の
地

域

づ

く

り

の
展

と

も

に
、

今

後

の
地

域

づ

く

り

の

な

ど

、

市

浦

村

の
ま

ち

づ

く

り

の

身体障害者の
みなさんお困
りのことあり

ませんか

身体障害者相談員に

葛西善六さん

に
ぎ
や
か
に

お
山
参
詣

ょ
う

と
家

内

安

全

な

ど

を

析

願

し

し

た
参

拝

者

や

脇

元

小

馬

踊

り

保

「
郷

土

に
拓

二

つ
わ

れ

ら

の
未

式

典

で

は

、

本

村

義

光

教

育

長



負
，
多
２
ｏ

４

ム

移

″

」
と
書
か
れ
て
　
　
豪
族
で
、
十
三
湊
安
藤
氏

⌒下

政
季
、
下
□
３
摯
を
継
ぐ

　
　
一
〓
”
げ
け
に

‐こ 湊
淋
嚇
働
屁
呻

　

『
・ ）
“
漁
一
繭
率
議

し っ
な
一
麦
ヽ

下
国
家
の
義
季
が
盤
ダ
離
一で
　
　
置
で
あ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
　
　
十
二
湊
濁
割

（別
名
貞
季
）
の

戦
死
し
て
、
安
藤
氏
の
本
家
筋
　
　
　
「義

ヽ
季
枷
れ
無
し
。
ュ瀬
瀬
ピ
　
　
四
男
の
潮
方
安
東
四
郎
道
貞
の

¨
『
輸
”
「
薇
ほ
札
舞
い
〔
」

　

脚
聯
猜
嘘
囃
（
げ
段
一
¨
群
¨
。
　
絲
商
け
雄
脚
由
講
だ
醐
け
“
情

目
を
相
続
し
た
人
が
い
ま
し
た
。
　

「潮
潟
家
」
に
つ
い
て
は
系
図
　
　
の
で
、
こ
こ
を
居
城
の
拠
点
に

本
号
の
主
人
公
で
あ
る
「政
季
」
　

初
紆
♭
話
し
た
通
り
、
昔
の

「　
　
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
そ
の
人
で
す
。

「秋
田
家
系
　
　
率
土
浜
」

（外
が
浜
）
、
現
在
　
　
尼
八
館
や
蓬
田
館
と
の
関
係
が

図
』
の

「政
季
」
の
項
に
、

「　
　
の
東
津
軽
郡
一
帯
を
支
配
し
た
　
　
色
濃
く
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
秋
田
家
系
図
』
で
は
、

「

潮
潟
四
郎
道
貞
」
の
子
が

「
政

季
」
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、

『
下
国
伊
駒
安
陪
姓

之
家
譜
』
等
に
拠
り
♯
汀
餞

道
貞
の
子
潮
潟
重
季
の
嫡
男
と

と
に
か
く
、
十
三
湊
下
国
安

藤
氏
の
本
家
筋
を
政
季
が
相
続

し
て
下
国
家
を
存
続
さ
せ
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

政
季
、
日
名
部
を
知
行
す

『秋
田
家
系
図
」

「義
季
卒

し
て
後
、
政
季
幼
若
た
る
に
依

り
て
家
臣
蛎
崎
若
狭
守
、
相
原

鳳
陽
常
を
し
て
凛
静
せ
し
め
国

政
を
行
は
じ
む
。」
と
な
っ
て
い

享
徳
二
年

（
一
四
五
三
）
十

月
九
日
に
養
父
義
季
が
戦
死
し

た
後
に
、
政
季
が
ま
だ
幼
少
で

る
蛎
崎
若
狭
持
換
俸
離
）
、
相

原
周
防
守

⌒政
胤
）
を
つ
け
て

国
政
を
行
わ
せ
た
と
い
う
の
で

す
。
政
季
の
側
駈
メ
仕
え
さ
せ

た
り
、
国
政
を
執
行
さ
せ
た
り

し
た
人
が
誰
な
の
か
、
そ
の
主

体
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
ど

せ
ん
。
そ
こ
で
、
さ
き
の

「下

国
伊
駒
安
陪
姓
之
家
譜
」
に
よ

っ
て
、
政
季
が
蝦
夷
島

⌒現
北

海
道
）
に
渡
っ
た
こ
と
を
お
話

聯

輛

解

騎

に
お
い
て
安
東
大
と
改
名
し
、

酢
各
静
を
鯖
徊
す
ピ
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
二
湊

日
本
将
軍
康
季
が
、
南
部
氏
の

攻
略
に
破
れ
た
永
享
四
年

（
一

四
三
二
、　
一
説
に
は
嘉
吉
三
年

＝

一
四
四
三
）
に
、
年
幼
く
て

南
部
氏
の
捕
虜
と
な
り
、
糠
部

の
八
戸
で
成
長
し
、
安
東
大
と

名
を
改
め
、
田
名
部

⌒現
下
北

郡
む
つ
市
）
を
知
行
し
た
と
い

の
年
代
が
不
明
で
す
が
、
渡
島

の
年
代
が
享
徳
二
年

（
一
四
五

四
）
で
す
か
ら
そ
の
以
前
宝
徳

頃
と
仮
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
田
名
部
の
城
跡
は
給
膝

園
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
濠

で
西
北
が
囲
ま
れ
、
東
南
は
峨

し
く
そ
そ
り
立
っ
て
堅
固
な
要

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
巨
木
の

伐
り
株
が
あ
り
樹
令
が
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
北
畠
顕
家

が
陸
奥
国
司
と
し
て
下
向
し
た

時
に
は
、
南
部
師
行
が
押
領
使

と
な
り
配
下
の
武
田
修
理
赤
星

五
郎
を
目
代
と
し
て
こ
の
城
に

派
遣
し
た
と
い
う
こ
と
も
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
．
政
季
が
田
名

部
館
に
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
武
田

修
理
が
現
在
の
川
内
町
蛎
崎
館

に
移
封
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
は
っ
き
り
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
政
季
の

田
名
部
知
行
後
に
、
養
父
下
国

義
季
が
生
害
し
、
惣
領
家
が
断

絶
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
季
、渡
島
す

十
三
湊
下
国
安
藤
氏
の
勢
力

は
、
鎌
倉
時
代
の
蝦
夷
管
領
職

時
代
に
蝦
夷
地
の
南
部
、
西
部

政
季
の
渡
島
の
理
由
を
考
え
て

み
ま
す
と
、
田
名
部
知
行
に
お

い
て
南
部
氏
の
一
族
の
監
視
の

眼
が
厳
し
く
、
お
そ
ら
く
政
季

も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
養
父
義

季
の
敗
死
も
耳
に
は
い
り
安
藤

氏
の
旧
領
回
復
の
執
念
も
燃
焼

し
て
い
た
も
の
と
も
思
わ
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
政
季
の
渡
島

の
決
断
と
行
動
は
秘
密
裡
の
う

ち
に
開
始
さ
れ
た
と
私
は
推
量

享
徳
三
年

⌒
一
四
五
四
）
八

月
十
八
日
、
大
畑
か
ら
出
船
し

て
順
風
に
乗
っ
て
蝦
夷
が
島
ヘ

無
事
着
岸
し
ま
し
た
。
随
従
者

は
前
述
の
蛎
崎
武
田
若
狭
守

⌒

信
広
）
や
相
原
周
防
守
（政
胤
）、

河
野
加
賀
左
衛
門
尉

（政
通
、

越
智
姓
）
等
が
有
名
な
人
び
と

で
す
。
蝦
夷
が
島
か
ら
津
軽
回

復
戦
を
計
画
し
た
も
の
で
は
な

上
図
は
、
道
南
十
二
館
と
い

わ
れ
て
い
る
、
安
藤
氏
ゆ
か
り

の
館
跡
で
す
。
こ
の
外
に
最
近

発
見
さ
れ
て
い
る
館
跡
も
あ
り
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役場の電話は62-2111

は無料.諸経費 (教科書代 、寮

良普及所 (電話 52-2265)へ お

市浦村の人口と世帯数  平劇 。9.1現在



内
に
入
れ
、
生
体
の
免
疫
機
種
を

働
か
せ
、
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗

村
で
は
主
と
し
て
乳
幼
児

・
児

童

・
生
徒
を
対
象
に
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
（表
Ｉ
参
照
）

て
い
る
市
町
村
で
な
け
れ
ば
受
け

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
種

々
の
都
合
で
他
県
、
他
町
村
で
受

け
ざ
る
を
得
な
い
時
は
、
役
場
か

ら
予
防
接
種
依
頼
書
が
出
ま
す
の

で
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
予
防
接

種
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

一］一一̈中一一̈』̈轟で一

脇

粥

）

お

誕

生

ご

結

婚

悟

（
富

　

山

）

暢

　

子

（
脇

　

一九
）

範

　

昭

（
磯

　

松

）

利

　

枝

（
福

　

島

）

直

　

樹

（
相

　

内

）

伸

（
青

　

森

）

裕

　

美

（
脇

　

一九
）

哲

　

治

（
相

　

内

）

裕

　

子

⌒
磯

　

松

）

克

　

美

（
中
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染
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る
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の
で
す
が
、
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半
年
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ら
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年
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失
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ま
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防
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染
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る
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予
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核
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体
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